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本　部

エコたわし 南天九猿（難を転じて苦が去る）

皆さん
お疲れ様でした

本部（安全講習会）宮崎市青少年プラザ体育館にて(参加86名）

宮崎神宮 東神苑・参道・社務所周辺にて、草刈除草・清掃奉仕活動(参加86名）

10 月の「全国シルバー人材センター事業普及啓発促進月間」にあわせて、10 月 19 日（金）
を「シルバーの日」とし、本部および佐土原、清武・田野、高岡各支部で清掃・草刈・剪定等
の奉仕活動を行いました。

マダニ・熱中症対策に
熱心に聞き入る会員
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[安全講習会]（参加26名）
[奉仕活動]総合支所周辺・河川敷堤防
（清武参加26名）（田野参加25名）

総合支所・社会福祉協議会周辺にて、
剪定・草刈除草・清掃奉仕活動（参加50名）

総合支所周辺にて、
剪定・草刈除草・清掃奉仕活動（参加30名）

清武・田野支部

清武

田野

佐土原支部

高岡支部

シルバーの日 平成30年10月19日（金）

お疲れ様でした！(*^。̂ *)
当日は、秋晴れ☀
事故もなく、庁舎周辺が大変きれいに
なりました。
ご協力ありがとうございました。事前に安全就業の話をして、

草刈・除草・清掃に汗を流しました。

⽀所周辺が⼤変綺麗になりました。
皆さん有難うございました。

田野でも同じく奉仕活動に汗を流しました。

皆さんの前で講話中のお巡りさんガンバレ！21歳
堤防の周

辺を探索
中

県連合会副会長（清理事長）挨拶 はい ! チーズ !

前田安全委員の

お話

地域の治安も守る為、
頑張ってらっしゃる !

ご苦労様です <(_ _)>

集めたごみを分別中
最後まできっちりお片付です！

シルバー連合会物
産展

宮崎市シルバー人材
センター出展

（若草通り：平成
30 年11月10日）
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家
族で

カレー
作り

ク
リス

マス
ケーキ作

り

神
話
語り

部・折
り紙教室

餅
つき

・凧あ
げ大会

寺子屋塾によっちみらんね!

若者集う

指定管理者施設情報

青
少
年
プ
ラ
ザ
は
、
宮
崎

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
指
定
管
理
者
と
な
り
7

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
40
歳
以

下
の
勤
労
青
少
年
対
象
に
定

期
・
短
期
講
座
の
実
施
。
相

談
業
務
。
ま
た
一
般
の
方
対

象
に
施
設
の
貸
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
期
講
座
で

は
、
午
後
7
時
か
ら
教
養
・

ス
ポ
ー
ツ
・
料
理
・
趣
味
な

ど
の
種
目
が
行
わ
れ
、
前
期

講
座
は
1
9
7
回
、
延
べ

1
4
2
6
人
が
受
講
し
ま
し

た
。
ま
た
、
短
期
講
座
で
は
、

若
者
に
人
気
の
韓
国
料
理
の

タ
ッ
カ
ル
ビ
作
り
、ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
、
初
心
者
対
象
の
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
講
座
を
開
催
し
8

回
72
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

後
期
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
づ
く
り
、
陶
芸
講
座
な
ど

季
節
に
応
じ
た
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

相
談
業
務『
こ
こ
ろ
ナ
ビ
』

は
、11
月
ま
で
に
8
件
の
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
勤
労
青
少

年
の
職
業
能
力
の
向
上
や
余

暇
有
効
活
用
の
場
と
な
り
、

市
民
の一員
の
自
覚
を
持
っ
た

青
少
年
を
育
む
た
め
の
講
座

満
載
で
す
。

施
設
貸
出
し
業
務
で
は
、

講
座
等
で
使
用
し
な
い
施

設
、
体
育
館
を
一
般
の
方
々

へ
貸
出
し
て
い
ま
す
。
県
内

外
か
ら
の
利
用
者
が
増
え
、

職
場
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ミ
ニ
バ

レ
ー
交
流
や
調
理
実
習
や

会
社
の
面
接
会
場
な
ど
多

く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
間
近
の
問
い
合
わ
せ
に

は
、
空
き
室
が
無
い
ほ
ど
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
4
〜
10

月
は
、
3
4
5
5
の
団
体
、

4
5
3
1
8
名
の
方
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

施設貸出しは、２ヶ月前の第２土曜日 10 時から
抽選会が行われます。詳しくは、お気軽に電話で
お問合せください。　

青少年プラザ　TEL 24-9138
＊駐車場は、曜日やその日の利用状況によっては、
非常に混み合います。大変ご迷惑をおかけいたし
ます。乗合わせや公共交通機関バス等をご利用い
ただきますようご協力をお願いいたします。

塾長　小
こ

池
いけ

　洋
よう

子
こ

指導員　岡
おかもと

本　裕
ひ ろ こ

子

「青少年プラザ」

先ずは、玉ねぎを炒めて…
日本の国つくりからのお話をします

こうやって作ります。

上手に炒める事がコツですよ

今日は佐藤会員による折り紙教室で、「この様に折りましょう」

よーく混ぜてみてね…

皆さんご一緒に、いただきます！

ほら！こうやって、こうやって…

あん餅はこうやって丸めて‥

まるめて、平たくして‥‥

誰のが一番上がるかな？

ママー！僕のもあがるようにして・・！
カップに分けて優しく入れて

美味しくいただきました。ご馳走様でした！

こんなにして、裏もおるのよ

皆で頂きます!

※ハーバリウム
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女
性
委
員
会
の
活
動
報
告

草
刈
除
草
部
会
の
活
動
報
告

委
員
長
　
坂
下
　
千
代
子

女
性
委
員
会
は
、入
会
促
進
と
共
に
、女
性
会
員
の
活
性
化
に
よ
り
、セ
ン
タ
ー
の
組
織
的
な
活
動

を
促
進
し
、女
性
の
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
手
芸
講
座（
全
十
五
回
）の
開
講
や
、施
設
慰
問
、神
宮
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
地
域

貢
献
活
動
を
は
じ
め
、女
性
会
員
相
互
の
親
睦
、交
流
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、手
芸
講
座
で
は
作
る
喜
び
と
仲
間
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
慰
問
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、「
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
」と
実
感
す
る
こ
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
生
き
る
喜
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、初
め
て
の
試
み
で
、健
康
体
操
・
笑
い
ヨ
ガ
も
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
、皆
大
笑
い
の
中

で
体
操
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
者
が
増
加
す
る
社
会
の
中
で
、そ
れ
に
伴
い
社
会
貢
献
の
活
動
が
で
き
る
為
に

は
、女
性
会
員
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

部
会
長
　
横
山
　
徳
雄

私
は
、草
刈
除
草
部
会
に
入
会
し
て
10
年
目
に
な
り
ま
す
。昨
年
の
夏
は
連
日
暑
い
日
が
続

き
、会
員
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
熱
中
症
で
体
調
不
良
を
起
こ
す
方
も
多
か
っ
た
中
、な
ん
と
か

1
年
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。会
員
の
皆
さ
ん
就
業
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

昨
年
は「
初
心
者
向
け
草
刈
講
習
会
」を
10
月
27
日（
土
）に
宮
崎
市
江
南
の
栄
照
寺
で
、

本
部
担
当
職
員
、部
会
長･

横
山
徳
雄
、副
部
会
長･

野
邨
国
夫
理
事
、切
畑
治
美
安
全
就
業

委
員
を
講
師
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
19
名
で
、
全
く
の
初
心
者
の
会
員
も
い
ま

し
た
。

先
ず
、初
め
に
服
装
、防
護
具
、機
具
の
使
用
方
法
、作
業
後
の
片
付
け
方
法
等
の
説
明
を

行
い
、そ
の
後
、実
技
と
し
て
草
刈
機（
チ
ッ
プ
ソ
ー
、ヒ
モ
、乗
用
モ
ア
）で
の
草
刈
を
行
い

ま
し
た
が
、特
に
ヒ
モ
を
使
っ
て
の
事
故（
小
石
を
飛
ば
す
等
）が
多
い
為
、時
間
を
か
け
て

講
習
を
し
ま
し
た
。

終
了
後
の
参
加
者
か
ら
の
意
見
と
し
て「
草
刈
機
の
具
体
的
な
使
い
方
、
要
領
が
習
得
出

来
た
」と
の
好
評
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

部
会
員
の
皆
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
草
刈
作
業
時
は
、一
つ
間
違
え
ば
事
故
と
隣
り
合
わ
せ

と
な
り
ま
す
。
全
員
で
次
年
度
も
充
分
に
体
調
管
理
に
留
意
し
、「
事
故
0
」で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

坂下女性委員会 委員長挨拶

歌を歌いながらお隣へボールを…

ヨガ恒例の柔軟・ストレッチ体操

笑いながら体の整理体操をします

女
性
委
員
会「
笑
い
ヨ
ガ
体
操
」講
座
開
催（
平
成
30
年
6
月
19
日
）
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閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る
ご
自
宅
の
離
れ
で
、田

中
さ
ん
は
カ
ン
バ
ス
に
向
か
い
人
物
画
を
描
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。モ
デ
ル
の
女
性
の
セ
ー
タ
ー
は
、

鮮
や
か
な
赤
色
で
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。力
強
さ
を

表
す
赤
は
、ご
自
分
で
も
好
き
な
色
だ
そ
う
で
す
。

田
中
さ
ん
は
地
元
の
銀
行
に
就
職
し
、旅
行
会

社
を
経
て
、平
成
17
年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
、宮
崎
東
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
油

絵
教
室
が
開
か
れ
る
の
を
知
り
、す
ぐ
に
参
加
を

決
め
た
そ
う
で
す
。そ
れ
ま
で
絵
を
描
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、お
父
様
が
昔
使
っ
て

お
ら
れ
た
イ
ー
ゼ
ル
が
残
っ
て
い
た
の
で
、自
分

も
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

教
室
で
す
っ
か
り
油
絵
に
ハ
マ
っ
た
田
中
さ
ん

は
、生
徒
た
ち
で
結
成
し
た「
サ
ム
ア
ー
ト
」の
代

表
と
な
り
、２
年
に
１
度
宮
日
会
館
で
グ
ル
ー
プ

展
を
開
催
。次
は
第
６
回
目
と
な
る
そ
う
で
す
。

絵
画
制
作
の
良
い
と
こ
ろ
は
、「
無
の
境
地
に
な

れ
る
こ
と
」だ
と
か
。時
間
を
忘
れ
て
没
頭
す
る
か

ら
、ス
ト
レ
ス
も
い
つ
の
ま
に
か
消
え
て
し
ま
う
と

の
こ
と
で
す
。

ま
た
田
中
さ
ん
は「
練
功
十
八
法
」の
指
導
者

の
資
格
を
持
ち
、宮
崎
西
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
や

ケ
ア
施
設
に
出
向
い
て
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。練

功
は
ス
ト
レ
ッ
チ
、ツ
ボ
の
刺
激
、呼
吸
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
健
康
長
寿
の
体
操
で
、発
祥
地
中
国

佐土原支部 横山班のみなさん

油
絵
と
練
功
十
八
法
で

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
！

中
央
西
地
区
　
管
理
部
会
　
田
中
　
長
敏
　
76
歳

ベテラン会員に

電撃
インタビュー！

で
は
大
人
気
だ
そ
う
で
す
。

老
化
防
止
の
た
め
に
実
践
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、

１
．汗
を
か
く
こ
と
。（
週
５
回
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

通
い
。練
功
）

２
．恥
を
か
く
こ
と
。（
恥
を
か
い
て
で
も
理
解
す

る
ま
で
訊
く
）

３
．物
を
か
く
こ
と
。（
油
絵
を
描
く
）な
ど
で
す
。

積
極
的
に
外
に
出
て
、人
と
交
流
す
る
こ
と
が

何
よ
り
大
切
だ
そ
う
で
、田
中
さ
ん
の
若
々
し
く

元
気
な
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
と
こ
ろ
で
ゴ
ル
フ
も
趣
味
だ
そ
う
で
す
が
、こ

れ
は
１
の『
汗
を
か
く
』で
す
ね
」と
言
う
と
、「
い

や
２
で
す
。ス
コ
ア
が
悪
く
て『
恥
を
か
く
』こ
と

ば
か
り
で
」と
頭
を
か
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

	

（
長
友
）

赤い服の女性を描く田中氏

練功十八法を演ずる田中氏

海
かい

江
え

田
だ

 勇
いさ

雄
お

さん

横
よこ

山
やま

 徹
てつ

雄
お

さん
（佐土原支部：植木班・班長）

根
ね

井
い

 等
ひとし

さん

働く現場訪問 PART11

6つの質問!
①出身地
②会員になった年数
③好きな有名人
④趣味特技
⑤健康の秘訣
⑥安全への心がけ

趣味に
生きる

①高岡町
②19年
③所 ジョージ
④庭を綺麗に
　すること
⑤腹八分目
⑥安全確認

①佐土原町
②10年
③フランク永井
④小品盆栽
⑤早朝散歩
⑥仕事中は
　緊張感を持つ

①佐土原町
②2年
③稀勢の里関
④植物剪定、釣り
⑤散歩
⑥確認・最後まで
　気を抜かない

皆さんとても素敵な笑顔で、明るく元気に仕事される姿がうかがえました。
仕事に対していつも真剣に、ハツラツと取り組まれていることがわかりました。	 （井上）
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御
存
じ「
青
島
神
社
」。海
幸
山
幸
神
話
の
山

幸
彦（
彦ひ
こ

火ほ

火ほ

出で

見み
の

命み
こ
と）と

妃
神（
豊と
よ

玉た
ま

姫ひ
め

命み
こ
と）

を
主
祭
神
と
し
て
祀ま
つ
っ
て
い
ま
す
。創
建
の
年
代

は
寛
文
２（
１
６
６
２
）年
の
大
地
震
で
古
文
書

類
が
喪
失
し
た
た
め
不
明
で
す
。他
の
文
献
で

は
、嵯
峨
天
皇
の
御
世（
８
０
９
年
即
位
）に「
青

島
大
明
神
」と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
と
の
記
述

も
あ
る
の
で
、そ
れ
以
前
に
創
建
さ
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

山
幸
彦
が
豊
玉
姫
と
出
会
っ
た
神
話
に
よ
っ

て
、青
島
神
社
は
今
も
縁
結
び
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。夏
祭
り
は

「
海
を
渡
る
祭
礼
」と
し
て
行
わ
れ
、冬
の
成
人

の
日
に
は「
裸
参
り
」と
し
て
多
く
の
市
民
が
真

冬
の
海
に
入
り
、祈
願
し
て
い
ま
す
。

青
島
神
社
の
あ
る「
青
島
」は
周
囲
８
６
０
ｍ

の
島
で
、砂
岩
と
泥
岩
が
交
互
に
重
な
っ
た
地

層
の「
鬼
の
洗
濯
板
」の
上
に
、貝
殻
の
破
片
な

ど
が
堆
積
し
、そ
こ
に
亜
熱
帯
の
植
物
が
群
落

を
作
り
、青
島
は
で
き
て
い
ま
す
。ビ
ロ
ウ
の
大

群
落
は
見
事
な
も
の
で
、参
拝
客
の
目
を
見
張

ら
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
青
島
の
隆
起

海
床
と
奇
形
波
蝕
痕
」は
国
の
天
然
記
念
物
に
、

「
青
島
亜
熱
帯
性
植
物
群
落
」は
国
の
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
観
光
の
主
役
で
、昭
和
40
年
代
に
は

新
婚
旅
行
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
青
島
も
、一
時
は

衰
退
し
て
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い
ま
し
た
が
、今

は
再
び
地
域
住
民
の
工
夫
や
関
係
機
関
の
尽

力
で
、勢
い
を
盛
り
返
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。青
島

ビ
ー
チ
パ
ー
ク
は
、季
節
限
定
な
が
ら
海
外
の

香
り
の
す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま

す
し
、海
水
浴
場
は
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。取
材
で
訪
ず
れ
た
の
は
平
日
で
し
た

が
、海
外
を
含
む
多
く
の
観
光
客
が「
青
島
」を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。	
（
中
川
）

島
津
の
お
殿
様
も
宿
泊
し
た
歴
史
を
伝
え

る
建
築
物
で
す
。二
見
家
住
宅
は
島
津
氏
の
家

臣
と
し
て
去さ

る
川か
わ
の
関
の
御ご

定じ
ょ
う
番ば
ん
役や
く（
役
人
）を

命
じ
ら
れ
た
二
見
家
の
屋
敷
で
、平
成
20
年
に

修
復
さ
れ
ま
し
た
。二
見
家
の
私
的
な
屋
敷
で

あ
り
な
が
ら
公
的
な
役
所
と
し
て
の
機
能
を

果
た
し
ま
し
た
。ま
た
、宿
泊
す
る
た
め
の
建

物
で
も
あ
り
、島
津
の
代
々
の
藩
主
の
ほ
か
、

岩い
わ

倉く
ら

具と
も

視み

も
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。

二
見
家
住
宅
は
南
九
州
の
民
家
に
見
ら

れ
る「
二
棟（
ふ
た
む
ね
）造
り
」の
特
徴
を

取
り
入
れ
た
建
物
で
す
。屋
敷
棟
は
安
政
２

年（
１
８
５
５
）に
、
居
室
棟
は
明
治
28
年

（
１
８
９
５
）に
建
築
さ
れ
、襖
の
裏
貼
り
か
ら

通
行
手
形
な
ど
の
古
文
書
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。住
宅
は
通
常
土
・
日
・
祝
日
の
み
の
公
開

に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
見
家
住
宅
か
ら
２
０
０
ｍ
離
れ
た
所
に
あ

る
去
川
の
イ
チ
ョ
ウ（
国
指
定
天
然
記
念
物
・

県
巨
木
百
選
に
選
定
）も
必
見
で
す
。樹
齢
約

８
０
０
年
、鎌
倉
時
代
か
ら
根
を
下
ろ
し
て
い

る
の
に
は
驚
き
で
す
。国
道
10
号
線
去
川
バ
ス

停
下
車
徒
歩
５
分
駐
車
場
あ
り
。	

（
井
上
）

青
島
神
社
と
特
別
天
然
記
念
物「
青
島
」

（
宮
崎
市
青
島
）

二ふ
た

見み

家け

住
宅

（
高
岡
町
内
山
）市
指
定
有
形
文
化
財

宮崎市の文化財めぐり38

二見邸全景

青島神社本殿

去川　大銀杏

青島神社参道鳥居遠景
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　宮崎市シルバー人材センター広報誌「ひむか」は、「シルバー宮崎」の名で発行していた時代を含めて、
今号で 80 号を数えました。創刊号の現物が残っていなくて、正確なことはわかりませんが、昭和 58
年の市シルバー人材センター創立と同時に創刊されたようです。残っている歴代の広報誌から、それぞ
れの時代を反映した号の広報誌を並べて、特集とします。

第
26
号 

広
報
誌
初
の
カ
ラ
ー
版
で
す
。
平
成
６
年
年
頭
の
理
事
長
挨
拶
を

飾
っ
て
い
ま
す
。
実
績
、
会
員
数
も
伸
び
つ
つ
あ
る
状
況
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
当
時
の
出
来
事
）1
9
9
4
年
：
松
本
サ
リ
ン
事
件
発
生
、
関
西
国
際
空

港
開
港
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
カ
ー
ナ
ビ
普
及
拡
大
、
イ
チ
ロ
ー
効
果

第
39
号 

平
成
12
年
に
A
4
判
に
紙
面
を
拡
大
し
ま
し
た
。
表
紙
を
飾
っ
た

写
真
は
市
制
60
周
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
「
宮
崎
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
の一場

面
で
す
。

（
当
時
の
出
来
事
）2
0
0
0
年
：
新
成
人
式
「
ハ
ッ
ピ
ー・マ
ン
デ
ー
」
施
行
、

シ
ド
ニ
ー・オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で「
井
上
康
生
」「
田
村
亮
子
」「
高
橋
尚
子
」等 

金
、

オ
ウ
ム
真
理
教
が「
ア
レ
フ
」に
改
名
、「
Ｉ
Ｔ
革
命
」「
ジ
コ
チ
ュ
ー（
自
己
中
心
）」

流
行
語
、
2
0
0
0
円
札
発
行

第
30
号 

平
成
8
年
の
会
員
作
品
展
の
紹
介
記
事
で
す
。
会
場
は
宮
交
シ
テ
ィ

の
ア
ポ
ロ
の
泉
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
当
時
の
出
来
事
）1
9
9
6
年
：
ア
ト
ラ
ン
タ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
英
国
・

狂
牛
病
騒
動
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
登
場
、「
海
の
日
」
施
行
、
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス

大
流
行

第
13
号 

創
立
5
周
年
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た『
セ
ン
タ
ー
歌
』の
記
事
で
す
。

井
上
清
治
先
生
（
株
式
会
社:

西
村
勤
務
）
に
作
詞
作
曲
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

（
当
時
の
出
来
事
）1
9
8
7
年
：
地
価
異
常
高
騰
・
財
テ
ク
ブ
ー
ム
、
俳
優･

石
原
裕
次
郎
死
去
、
国
鉄
分
割
民
営
化
、
ボ
デ
ィ
コ
ン
大
流
行
、
1
9
8
8
年：

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
、
瀬
戸
大
橋
開
通
、
シ
ー
マ
（
車
）
現
象

8宮崎市シルバー人材センター



宮崎市シルバー人材センター広報誌

「ひむか」80号出版記念特集
第
40
号 

平
成
13
年
に
発
刊
40
号
を
記
念
し
て
そ
れ
ま
で
の
「
シ
ル
バ
ー
宮

崎
」
か
ら
「
ひ
む
か
」
に
表
紙
タ
イ
ト
ル
を
変
更
を
し
ま
し
た
。

表
紙
タ
イ
ト
ル
変
更
の
応
募
は
68
編
に
お
よ
び
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
「
ひ

む
か
」
で
、
宮
野
原
泰
男
さ
ん
が
名
付
け
親
に
な
り
ま
し
た
。
佳
作
作
品
は

7
点
選
ば
れ
ま
し
た
。「
ひ
む
か
」
は
表
紙
タ
イ
ト
ル
に
な
り
現
在
ま
で
表

紙
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

（
当
時
の
出
来
事
）2
0
0
1
年
：
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
シ
ー
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
開
園
、

愛
子
内
親
王
誕
生
、
シ
ー
ガ
イ
ア
更
生
法
申
請
、
小
泉
内
閣
誕
生
、
ユ
ニ
ク

ロ
中
国
・
上
海
1
号
店
開
店
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
20
億
円
請
求
提
訴
、
米
国
・
貿

易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
テ
ロ
事
件
、
道
路
公
団
統
合
民
営
化
、
映
画
・「
千
と
千

尋
の
神
隠
し
」・「
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
」
ヒ
ッ
ト

第
47
号 

平
成
16
年
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
が
、
そ
れ
ま
で
の
神

宮
東
1
丁
目
か
ら
、
高
洲
町へ
移
転
し
た
時
の
記
事
で
す
。
そ
の
後
、
平
成
24
年

6
月
に
現
在
地
の
祇
園
2
丁
目
に
移
り
ま
し
た
。

（
当
時
の
出
来
事
）2
0
0
4
年
：
火
星
探
査
車
・
火
星
着
陸
、
タ
イ
・
鳥
イ
ン

フ
ル
で
2
名
死
亡
、
消
費
税
総
額
表
示
へ
、
オ
ウ
ム
松
本
被
告
死
刑
判
決
、
九
州

新
幹
線
「
つ
ば
め
」
部
分
開
業
、
拉
致
家
族
5
名
帰
国
、
冬
の
ソ
ナ
タ
・
ブ
ー
ム

会
員
だ
よ
り
40
号 

広
報
誌
「
ひ
む
か
」
に
プ
ラ
ス
し
「
会
員
だ
よ
り
」
も
発

行
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
会
員
だ
よ
り
の
内
容
も
広
報
誌
「
ひ
む
か
」
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
当
時
の
出
来
事
）2
0
0
5
年
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
事
業
か
ら
撤
退
、

個
人
情
報
保
護
法
施
行
、Ｊ
Ｒ・福
知
山
線
脱
線
事
故
、「
み
ど
り
の
日
」
を
「
昭

和
の
日
」
へ
施
行
、
映
画
・「
海
猿
」「
電
車
男
」
ヒ
ッ
ト
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会員互助会活動
平成30年10月21日（日）·22日（月）

参加者51名

平成31年1月13日（日）
参加者94名

平成31年2月3日（日）
参加者101名

おめでとう
ございます

!!

まほろばの里（陶芸、グラウンド・ゴルフ）
ホテル霧島キャッスルにて（大宴会）

翌日の定期観光
霧島神宮⇒黒酢の里「桷志田」⇒霧の蔵ブルワリー
⇒朝霧の里みやこんじょ⇒宮崎各地

会員互助会霧島研修旅行

新年初詣・新年会 ボウリング大会

ろくろに挑戦

来賓：理事長挨拶

宴会開始 ･ 無制限勝負
先
生
踊
り
の
お
手
ほ
ど
き
！

黒酢の里 アマン壺見学霊験あらたか、霧島神宮参拝

花鳥風月？

ろくろ、簡単だわよ

入魂　銘を入れて焼酎コップ作ろうかな

グラウンド・ゴルフ風景

互助会役員挨拶

シ
ル
バ
ー
ト
リ
オ
合
唱

踊らにゃ、損!損!ほいほい

互助会長挨拶

お雛様と‥‥？

十
八
番
得
意
の
演
舞

出
ま
し
た
！
高
岡
支
部
長

いやーお疲れ様でした互助会。万歳万歳万歳！

威
風
堂
々
の
歌
い
っ
ぷ
り

出
ま
し
た
！
十
八
番

毎
年大

盛り
上が
りの余興!!

大盛り上がりの新年会で、会員皆

さんリフレッシュ！今年も宜しくお願

い致します。（互助会事務局）

青島神社

ANA ホリデイ・イン リゾート 宮崎

優勝者 井崎美代子さん

於：宮崎エースレーン、当⽇は年男・

⼥の始球式後、各レーンとも皆さ

ん⻘年・⼄⼥に戻って⼤歓声の⼤

盛り上がりでした！（互助会事務局）

女性の部 優勝

井崎 美代子さん（237 点）

男性の部 優勝

浦川 光秀さん（341 点）
2ゲーム合計(ハンディ含む）

宮崎市シルバー人材センター 10



事務局だより

10月	 湯地　善章 様	 瓜生野地区
11月	 竹添　　誠 様	 広瀬地区
12月	 日髙　靖広 様	 加納地区

本部・支部別会員数（2月末現在）
男 ( 人 ) 女 ( 人 ) 合計 ( 人 )

本 部 684 335 1,019
佐 土 原 117 68 185
清武・田野 149 67 216

清 武 94 50 144
田 野 53 17 70

高 岡 28 27 55
合 計 976 497 1,473

紹介してください

平
（2019年）
成31年度の年間行事予定

ご協力を
よろしくお願い
いたします♪

お友達やお知り合いの方を
紹介してください！
一定条件（注1）を満たせば、
紹介していただいた会員に
記念品 (1,000 円商品券 ) を進呈
します。

（注1）紹介した方が入会され、3
か月以上在籍かつ就業された場合

６月21日　定時総会（市民プラザ）
８月	 市各課訪問
10月	 シルバーの日奉仕作業
	 互助会研修旅行
１月	 互助会新年会
	 地区責任者・班長会　
２月	 地区懇談会
	 作品展示会

平
（2019年）
成31年度の会費納入について

～新入会員募集中～ ～新規お仕事承り中～

表 彰

新たな就業先（発注者）を紹介して
ください！
紹介していただいた会員には
ポイント（注2）を付与し、
年間ポイント数により
総会で表彰・記念品を進呈します。

（注2）「新規契約紹介届」の提出が
必要です。詳しくは事務局まで。

会費納入振込用紙を同封していますので、下記の
いずれかの手続きをとってください。

５月末までに振込または事務所までご持参くださ
い。年会費は3,000円です。（互助会年会費を含む）

就業はしないが、互助会行事等に参加する場合は、
５月末までに変更申出を事務局へしてください。
年会費は2,000円です。（互助会年会費を含む）

病気､ 就職､ 介護等の理由で就業することはでき
ないが会員継続の意思がある場合は、３月末まで
に免除申請の手続きをしてください。

退会希望の方は、３月末までに退会手続きをする
必要があります。退会届の提出と会員証の返納を
してください。

会員物故者 謹んで哀悼の意を表します

本 部
佐 土 原
高 岡
清 武
田 野

080-4279-1430
090-3193-6006
090-1516-8197
080-2714-3775
090-5294-2817

緊急時の連絡先

（※注）4月1日付で、会員の皆様にはシルバー保
険を掛けていることから、年度途中での退
会は、会費を納入したのち退会手続きとな
りますのでご注意ください。

継続更新

退会

特別会員への変更

会費免除申請

11 宮崎市シルバー人材センター



あ
と
が
き

□佐 土 原 支 部 〒880-0211 宮崎市佐土原町下田島20660番地	 TEL 0985（73）5272
□高 岡 支 部 〒880-2221 宮崎市高岡町内山2880番地	 TEL 0985（82）3746
□清武・田野支部 〒889-1613 宮崎市清武町西新町7-2	 TEL 0985（84）2333
□田 野 出 張 所 〒889-1701 宮崎市田野町甲2848番地1	 TEL 0985（86）3700
　※月・水・金のみ　10:00〜16:00

〒880-0024 宮崎市祇園2-135
TEL 0985（25）1430  FAX 0985（32）1497
ホームページ http://www.miyazaki-sc.or.jp/
または「宮崎市シルバー人材センター」で検索

編集 ･ 発行／公益社団法人 宮崎市シルバー人材センター

会
報

 ひ
む

か
　

2019.3 N
o.80

いっしょにお仕事しませんか!! お仕事引き受けます!!
シルバー人材センターへお気軽にご相談ください

シルバー人材センターで仲間や
生きがいを見つけてみませんか？

豊かな知識と経験で、約1,500人の会員が
みなさまのお手伝いをさせていただきます!

シルバー派遣事業シルバー派遣事業

入会説明会のご案内

● 宮崎市内在住の60歳以上の方
● 健康で働く意欲のある方
● 入会説明を受け、センターの主旨に賛同し、
 　入会手続きをされた方（年会費を納められた方）

● 家事援助
　 (室内清掃・調理・買物)
● 事務所・店舗清掃

● 駐車場・駐輪場整理
● 公園・施設受付
● 障子・襖・網戸張り

● 草刈・除草　● 農作業
● 墓そうじ　  ● 剪定
● 屋外清掃・マンション等の
 　周辺清掃

● 通行量調査　●パソコン
● 賞状・のし・宛名・演題書き
　 (毛筆・硬筆)など

● 調理補助　● 送迎
● 清掃　● 軽作業　など

※日程は祝日等で変更になる場合がありますので、事前に
　お問い合わせください。

【お問合せ先】TEL.25-1430

会員になるには…

本　部

佐土原、高岡
清武（田野） 各支部

宮崎市祇園2-135
毎週火曜日 13:30～
定員9名
各支部は、随時受け付けます
（田野出張所のみ月・水・金）

まずは、入会説明会で
話を聞いてみませんか？

事前の
ご予約を
お願い
します!

その他にも…

コスモス●

UMK●

宮崎ケーブル
テレビ
●

ガソリン●
スタンド　

●フーデリー

中鶴街区公園
●

出水口公園
●
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大淀川

本部地図

★
宮崎市シルバー
人材センター

↑
至
平
和
台
病
院

●
宮崎県シルバー

人材センター連合会

ご家庭でのちょっとした困り事に

一般企業･施設などでの業務に

様々なお仕事承ります!!まずはお電話ください!

1,800円

筆
者
は
こ
の
度
、
広
報
委
員
会
の

一
員
と
し
て「
ひ
む
か
」の
作
成
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
広
報

委
員
の
御
苦
労
が
解
り
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

表
紙
の
作
成
を
は
じ
め
、
中
身
の

区
割
、
配
置
、
構
成
と
、
皆
さ
ん
い

ろ
い
ろ
と
考
え
て
や
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
恒
例
と
も
い
え
る
宮
崎
市

の「
文
化
財
の
紹
介
」に
つ
い
て
も
広

報
委
員
自
ら
現
場
に
赴
き
、
写
真
を

撮
り
、
そ
の
場
所
の
成
り
立
ち
や
言

い
伝
え
を
事
細
か
く
説
明
し
て
あ
り

ま
す
。

本
号
で
は
、
創
刊
80
号
記
念
特
集

と
し
て
、
広
報
紙「
ひ
む
か
」
の
歴

史
と
も
言
え
る
、
創
刊
号
か
ら
79
号

迄
の
流
れ
を
解
り
や
す
く
掲
載
し

ま
し
た
。
会
員
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、

読
者
の
皆
様
が
興
味
を
持
っ
て
頂

け
る
様
に
、
広
報
委
員
は
じ
め
制
作

ス
タ
ッ
フ
各
位
が
取
材
、
制
作
に
頑

張
っ
て
い
る
事
に
対
し
て
も
、
感
心

さ
せ
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

「
ひ
む
か
」
は
情
報
誌
と
し
て
の
役

割
を
大
き
く
担
っ
て
い
る
と
、
自
負

致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
是
非

ご
一
読
頂
け
れ
ば
有
り
難
く
思
い

ま
す
。

	

（
筒
井
）
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